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一中松明！！ 『完全燃焼』!!!一中松明！！ 『完全燃焼』!!!
先週の土曜日、１１月８日に、須賀川市内の秋の夜空を焦がす、一大イベント『松明あかし』

が行われました。

今年も本校では、校内文化祭である『秀麗祭』の準備と併行して松明係の

生徒たちが製作に携わってきました。小貫 尚さんのご指導のもと、竹刈り、

萱刈り、箍（たが）づくり、枠作り、萱詰め、莚かけ、縦幕張りと約３ヶ月

をかけ完成にこぎ着けました。

校内では、二度の松明運搬練習が行われ、２回目に

は、行列を彩る３年生各クラスの絵のぼりや『完全燃

焼』ののぼりとプラカード・太鼓をたたく生徒も合わ

せて行進しました。担ぎ棒は、今年から２本増やして

１４本となり、１本の松明を１１２名で担ぎます。上

手になったとはいえ、暑い中での練習となった日もあり、

苦しそうな表情を見せる生徒も数多く見られました。約１

トンの本松明です。全員が心を一つにして五老山まで安全

に無事、運んでくれることを願っていました。

『松明あかし』当日は、秋晴れの好天に恵まれました。

本校体育館で出発式が行われ、改めて秀麗太鼓、絵のぼり、

よさこいが披露されました。サトウスポーツさん前

を１３時５０分にスタートし、五老山まで全校生で

運びました。松明の上には、応援団長の熊田技太君

と生徒会副会長の車田充君が立ち、掛け声のリズム

をつくる笛を吹き続けます。沿道には沢山の保護者

の皆様のご声援と姿がありました。生徒たちも心強

く感じたことでしょう。また、見晴橋手前からは、

多くのお父さん方にも運搬の補助でご協力いただき

ました。下り坂を両足でブレーキをかけながらおり

た後の上りですので、どれほど大きな力になったか

わかりません。今年もおかげさまで無事五老山へ運

ぶことができました。また、今年も一中松明は『完

全燃焼』することができました。これまでの準備や運営にご協力いただ

いた保護者の皆様に心より感謝申しあげます。来年も素晴らしい『松明

あかし』となることを願ってやみません。

校長より
今年も須賀川市の一大イベントである『松明あかし』に一中生全員で参加

することができました。松明、絵のぼり、太鼓、よさこいをそれぞれの専門

の方の指導を受けながら頑張った生徒たちは、当日その力を存分に発揮して

くれました。沢山の声援を受けながら五老山まで松明を担ぎきった一中生へ

拍手すると共に応援していただいた保護者の皆様に心から感謝申しあげます。



古寺冴佳さん、東日本女子駅伝で快走!!!古寺冴佳さん、東日本女子駅伝で快走!!!
『松明あかし』の翌日１１月９日（日）に、福島市におきまして、

東日本女子駅伝が開催されました。本校からは、古寺冴佳さんが８

区［３㎞］に出場、９分３３秒［区間６位］の素晴らしい走りを見

せ、本県を２年ぶりの入賞［７位］に導きました。

古寺さんは、本校の生徒会長としてこれまで生徒会活動の充実に

向け日々努力を続けてきました。「皆さん、学校生活をエンジョイし

ましょう。」のメッセージのもと、元気な一中・明るい一中を目指し 松明運搬練習で松明に立つ古寺さん

て１年間頑張ってくれました。大会・合宿参加のため『松明あかし』

当日は福島。参加できないのが本当に残念でなりませんでした。そ

こで、第２回の運搬練習の際に実際に立ってもらい運搬練習も行い

ました。少しでも思い出に残してもらえればと考えたからです。

実は、そんな忙しい生活の中でも続けてきたのが走ることでした。

須賀川の街を一人で走っている姿をよく見かけることがあります。

毎日休むことなく続けてたからこそ今日があるのだと感じます。
メモリアルマラソンでは選手宣誓・優勝

ここに、古寺さんのメッセージを掲載いたします。これは、ジュニアオリンピックに出場する

前に依頼したものですが、掲載が遅れ、今になってしまいました。学校を代表するのではなく、

福島を代表しての走りが続きます。１６日（日）に開催されるふくしま駅伝では、古寺さんの笑

顔がポスターでも取り上げられています。今度も須賀川市チームのために力を出し切って走って

くれることでしょう。古寺冴佳さんのますますの活躍を期待しています。

ジュニアオリンピックの予選会、３０００ｍを１位でゴールしたあの日から、
私は新たな目標を持って今日も走っています。
ジュニアオリンピックに出場できるのは、県でただ一人だけですので、私が行

けば他のみんなは当然いけないという事になります。それなのに、私の優勝を祝
って、「大会でも、がんばれ！」と応援してくれました。そんな陸上に力を注い
でいるみんなの分まで、私は力一杯走ってきたいと思います。
それに、指導してくださっている先生やコーチ、遠くの大会でも応援に来てく

れる家族、練習していると声をかけてくださるたくさんの方々への感謝の気持ち
を忘れずに、これからも練習に励んでいきたいです。
この先まだまだレースは続きますが、一つ一つの試合を丁寧に、目標を持って

挑んでいこうと思います。
古寺 冴佳

秋季全国火災予防運動開始！！秋季全国火災予防運動開始！！
今週９日（日）～１５日（土）の７日間は、平成２６年度の秋季全国火災予防運動期間となり

ます。『もういいかい 火を消すまでは まあだだよ』 の防火標語のもと、火災が発生しやす

い時期を迎えるに当たり、火災の発生を未然に防止し、大きな災害を防ぐ目的に行われるもので

す。 以下に 住宅防火 いのちを守る ７つのポイントを載せます。３つの習慣・４つの対策

を意識して、実りの秋・豊かな秋を満喫できるよう心掛けましょう。

３つの習慣
○ 寝たばこは、絶対やめる。
○ ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
○ ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
４つの対策
○ 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災報知器を設置する。
○ 寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
○ 火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器を設置する。
○ お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。


